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CentOS 5 で新しいバージョンの Python を使いたい場合

CentOS は代表的な Linux ディストリビューションの一つで、
Red Hat Enterprise Linux と互換性があるためサーバ用途では
広く使われています。
元がエンタープライズ向けのためどちらかというと保守的で、
収録されているソフトウェアのバージョンも最新のものではなく
少し古いものが選ばれていることが多いです。

Python もその一つで、 CentOS 5 では Python 2.4 が標準インストールされます。
CentOS の最新は CentOS 6 ですが、 2011年7月に CentOS 6 がリリースされるまでは
CentOS 5 が最新でした。そのため今でも数多くのサーバが CentOS 5 で動いており、
まだまだ現役のリリースと言えます。

CentOS 5 では Python 2.4 を使い続けるしかないのでしょうか?
意外と知られていないことですが、 EPEL という外部リポジトリを利用することで
CentOS 5 でも Python 2.6 が使えるようになります。


EPEL を追加する


	Fedora Project のサイトから EPEL の RPM パッケージをダウンロードしてインストールします。




# wget http://dl.fedoraproject.org/pub/epel/5/x86_64/epel-release-5-4.noarch.rpm
# rpm -Uvh epel-release-5-4.noarch.rpm






Note


	32bit の場合は x86_64 の部分を i386 に読み替えてください


	release-5-4 の数字部分は将来更新されるかもしれません。
ダウンロードに失敗した場合は新しいバージョンがリリースされていないかどうか
確認してみてください。


	Web 上の過去の記事等では download.fedora.redhat.com が紹介されている
ことがありますが、現在はドメインが dl.fedoraproject.org に変更されています。






2. /etc/yum.repos.d/epel.repo をエディタで開いて、 enabled=1
となっている箇所を以下のように enabled=0 に変更します。これによって、
普段は EPEL を無効にしておき、必要な時だけ使うということができます。

[epel]
...
enabled=0








Python 2.6 をインストールする

yum コマンドを使って python26 パッケージをインストールします。
必要なら python26-devel などの関連するパッケージも同様に
インストールしてください。

# yum install python26 --enablerepo=epel





python26 パッケージは、既存の python パッケージを置き換えるのではなく、
Python 2.4 と Python 2.6 を共存させることを可能にします。
そのため python26 をインストールしても Python 2.4 は今まで通り使えます。


Warning

EPEL リポジトリを無効にしているため yum update では更新されません。
したがって、セキュリティアップデートがないかどうか定期的に確認して、
手動でパッケージを更新するようにしてください。









          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
True や False が代入可能

Python 2.4 では True や False といった定数への代入は禁止されていません。
そのため、以下のような遊びができます。

>>> True = False
>>> True is False
True
>>> (True is False) is True
False
>>> (True is False) is False
False





真と偽が等価だったり、真偽値なのに真でも偽でもない値が存在するという
何とも不条理な世界です。

残念ながら(?) Python 3 ではこれらの定数は代入不可能なキーワードになり、
代入しようとするとエラーになります。

>>> True = False
  File "<stdin>", line 1
SyntaxError: assignment to keyword





無事に世界の秩序は保たれました!





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
defaultdict がない

Python の基本的なデータ構造の1つに dict (辞書) があります。
dict は別名マッピングとも呼ばれ、キーに対して値を紐付けて登録することができます。

>>> d = {"one": 1, "two": 2}
>>> d["three"] = 3
>>> d["one"]
1
>>> d["zero"]
Traceback (most recent call last):
  File "<stdin>", line 1, in ?
KeyError: 'zero'





上記の例の最後のように、存在しないキーを参照すると例外が発生します。

これを踏まえて、ある文字列中にそれぞれの文字が何回出現したかを数える
プログラムを書いてみましょう。

s = "abrakadabra"

d = {}
for c in s:
    # d[c] += 1 としたいが、これだと最初に代入するときにエラーになる
    d[c] = d.get(c, 0) + 1





存在しないキーを参照した時のことをいちいち考えて書かないといけないので面倒です
(間違いが多くなります)。

defaultdict を使えばすっきり書けます。

from collections import defaultdict

s = "abrakadabra"

d = defaultdict(int)
for c in s:
    d[c] += 1





collections モジュールに defaultdict が追加されたのは
Python 2.5 からなので、 Python 2.4 では使えません。


Note

Python 2.4 で使える defaultdict の実装 [http://code.activestate.com/recipes/523034-emulate-collectionsdefaultdict/]
もあります。







          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
xml.etree がない

Python で XML を扱う有名なライブラリの一つに ElementTree
があります。 ElementTree が Python 2.5 で標準ライブラリに
取り込まれたときに xml.etree という名前に変わりました。

xml.etree (または ElementTree) を使う場合、
実装やバージョンの違いによってモジュール名が異なるため、
様々な環境でも動くように最大限考慮すると
モジュールのインポートは非常に複雑になります。

try:
    # lxml.etree
    from lxml import etree
except ImportError:
    try:
        try:
            # cElementTree on Python 2.5+
            import xml.etree.cElementTree as etree
        except ImportError:
            # ElementTree on Python 2.5+
            import xml.etree.ElementTree as etree
    except ImportError:
        try:
            # cElementTree
            import cElementTree as etree
        except ImportError:
            # ElementTree
            import elementtree.ElementTree as etree





まず最初に lxml [http://lxml.de/] がインストールされているかどうかを
チェックしています。
lxml は高速で使いやすい XML ライブラリで、
ElementTree と互換性のある API を持っています。
そのため lxml がインストールされている環境ではそれを使います。

ElementTree には、動作がより高速な C 拡張版の cElementTree
があります。
標準ライブラリにもそれに対応して xml.etree.ElementTree と
xml.etree.cElementTree という 2 種類のモジュールがあります
(Python 3 では xml.etree.cElementTree が廃止されるそうです)。
これらを順にインポートできるかどうか試していき、最初に見つかった
ライブラリを使用します。

ただ、ここまでやるのは一部の本当に広く使われるソフトウェアだけで、
普段はそこまで気にすることは稀です。
個人的には、常に lxml を使えば良いと思います。



これだけだと Python 2.4 で xml.etree がなくても別に困らない、
という結論で終わってしまうので、 XML (と関連して HTML) を
パースする場合の tips を書いてお茶を濁します。


1) xml.dom.pulldom は使える

XML を処理する方式には DOM と SAX の2種類ありますが、このライブラリは
その両方の良いところを合わせたようなものです。
SAX イベントの途中で現在のノードから下の DOM ツリーを構築することが可能で、
XML から一部の情報を取り出す処理を簡単に書くことができます。

pulldom を使う例:

from xml.dom import pulldom

doc = pulldom.parse('items.xml')
for event, node in doc:
    if event == pulldom.START_ELEMENT and node.tagName == 'item':
        if int(node.getAttribute('price')) > 50:
            doc.expandNode(node)
            print(node.toxml())





xml.dom.pulldom は Python 2.4 の標準ライブラリに含まれています。




2) BeautifulSoup は使える

タグが閉じられていないような壊れた HTML は、純粋な XML パーザや
SGML パーザではうまく扱えません。
BeautifulSoup [http://www.crummy.com/software/BeautifulSoup/] は、
ウェブブラウザと同じようにヒューリスティックを使用して
壊れた HTML も可能な限り修復してくれるので、
インターネットからダウンロードした大量の HTML をパースするような場合に
非常に重宝します。

さらに lxml.html と BeautifulSoup を組み合わせて使うための
lxml.html.soupparser というモジュールもあります。
HTML のスクレイピングをする場合に、これと後述する cssselect() を
使うのが最強の組み合わせだと思います。




3) lxml.html の cssselect() は使える

ElementTree では XPath を使って DOM ツリーの中から特定のノードを
検索することができますが、 lxml.html の場合は XPath の代わりに
CSS でも検索ができます。内部では CSS を XPath に変換しているだけですが、
使ってみるととても使いやすいのでお勧めです。







          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
functools がない

Python の便利な機能の一つにデコレータ構文があります。
デコレータとは関数(Python 2.6 からはクラスも)を修飾するもので、
既存の関数(やクラス)に新しい機能や意味を付け加えます。

以下の例で @trace の部分がデコレータ構文です。
また trace() 関数自体のことをデコレータと呼びます。

def trace(f):
    def wrapper(x):
        print "enter"
        try:
            return f(x)
        finally:
            print "leave"
    return wrapper

@trace
def f(x):
    print x





実行結果

>>> f("hello")
enter
hello
leave





アスペクト指向のようなことが簡単に実現できました。

実は上記の例には少しだけ問題があって、デコレータを適用する前の関数の情報が
失われています。

>>> f.__name__
'wrapper'





これは trace() 関数がその中で定義した wrapper() をそのまま
返しているためです。
ここで元の関数 f() の情報を wrapper() にセットしてやれば
良いのですが、ちゃんとやろうとすると結構大変です。

Python 2.5 からは functools モジュールの wraps() 関数を使って
正しいデコレータを簡単に書くことができます。

from functools import wraps

def trace(f):
    @wraps(f)
    def wrapper(x):
        print "enter"
        try:
            return f(x)
        finally:
            print "leave"
    return wrapper





デコレータ定義の中でデコレータ (@wraps(f)) が使われているのが
なんだか面白いですね。

Python 2.4 では、サードパーティの decorator モジュール [http://pypi.python.org/pypi/decorator/] を使って同様のことが実現できます。

from decorator import decorator

@decorator
def trace(f, x):
    print "enter"
    try:
        return f(x)
    finally:
        print "leave"






Note

残念ながら decorator の最新版である 3.4.0 は Python 2.5 以降の構文を
使用しているため Python 2.4 には対応していないようです。
代わりに以前のバージョンの 3.3.3 をインストールしてください。







          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
条件演算子がない

変数 X の値が True のとき処理 Y を行い、 False のとき処理 Z を行う、
ということは if と else を使えば書けます。

if X:
    A = Y()
else:
    A = Z()





これを以下のように簡単に書けるようにするのが条件演算子です。

A = Y() if X else Z()





Python 2.4 では条件演算子がないのでこの書き方はできません。

こういう場合にどうするかというと、いくつかの書き方があります。


	論理演算子 and と or が短絡評価されることを利用する

A = X and Y() or Z()





条件演算子が導入されるまで一般的だったイディオムです。

たいていの場合これで十分なのですが、 Y() が False 値を返す
可能性がある場合には、 A が True でも Z() が呼ばれてしまう
という問題があるので、さらに工夫が必要です。



	and と or を使い、値をリストで囲む

A = (X and [Y()] or [Z()])[0]





1要素のリストは常に真と評価されるので、これで Z() が誤って
呼ばれる心配はなくなりました。
でもちょっとわかりにくいですね。



	真偽値をシーケンスのインデックスとして使う

値の評価に副作用がない場合、こんな書き方もできます。

A = [Z, Y][X]





この例では、真偽値の False, True が Python では数値の 0, 1 と
等価であるという性質を使って、 X が False ならリストの0番目の要素、
True なら 1番目の要素を選択しています。

これを応用して次のような面白い書き方ができます。

A = u"×○"[X]







	素直に条件分岐を使う

Python の考え方を記述した Zen of Python (Python の禅) [http://www.python.org/dev/peps/pep-0020/] では、
“Simple is better than complex” とされています。
そのため、 Python ユーザの間ではトリッキーなコードより愚直でも
明確なコードが好まれる傾向にあります。

個人的には、条件演算子はあまり Python らしくないのでめったに使いません。





今回は、珍しく Python 2.4 でも別に困らないという例でした。





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
はじめに

Python 3.3 [http://www.python.org/download/releases/3.3.0/] が
今年の9月にリリースされ、メジャーなライブラリの Python 3 対応も
だいぶ進んできました。

来年あたりそろそろ Python 3 への移行が本格化しそうな雰囲気ですが、
諸般の事情により未だに Python 2.4 を使っている人も少なくないと思います。

この企画では、あえて時代に逆行して、
普段 Python 2.4 を使っていて感じる不満やハマりどころを
1 日 1 つ記事にすることで

日頃のうっぷんを晴らす
これまで使ってきた Python 2.4 への感謝を表したいと思います。





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
json モジュールがない

JSON は JavaScript Object Notation の略ですが、
最近では XML に代わる軽量データ記述言語として
JavaScript に限らず様々な言語で用いられることが増えてきました。

Python にも JSON を扱う標準ライブラリがありますが、これが追加されたのは
Python 2.6 です。

Python 2.4 では simplejson というサードパーティのライブラリを
使うことが一般的です。
サードパーティといっても Python 2.6 以降に含まれる json モジュールの
元になったものなので、モジュール名以外の使い方は共通になっています。
そのため、互換性を重視する場合は以下のような書き方をすることがあります。

try:
    import simplejson as json
except ImportError:
    import json





これによって、もし simplejson モジュールが存在したらそれを使い、
ない場合に json モジュールが存在したら (つまり Python 2.6 以降なら)
json モジュールを使う、ということが実現できます。

注意点として simplejson の最新版は Python 2.4 をサポート
していないため、インストールしようとするとエラーになります。
公式に Python 2.4 をサポートしている最終バージョンは 2.0.9 ですが、
2.3.3 までは Python 2.4 でも動作するようです。
インストールする際はこれらの古いバージョンを指定してください。

ちなみに、 JSON を扱うサードパーティのライブラリは simplejson 以外に


	cjson [http://pypi.python.org/pypi/python-cjson/]


	demjson [http://deron.meranda.us/python/demjson/]


	jsonlib [https://launchpad.net/jsonlib]


	jsonlib2 [http://code.google.com/p/jsonlib2/]




等がありますが、
Python の JSONライブラリのパフォーマンステスト [http://www.ianlewis.org/jp/python-json-library-perf-test]
によると、幸いなことにパフォーマンスを考慮しても simplejson を
使えば良いそうです。





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
namedtuple がない

namedtuple というのは名前付きのタプルです。
なくてもなんとかなるものの、あると地味に便利な機能の一つです。

Python にはタプルというデータ構造があり、任意個の値の組を一つの値として
扱うことができます。

例えば、時刻を数値の組で表すとこんな感じになると思います。

>>> dt = (2012, 12, 25, 23, 59, 59)





(これは2012年12月25日23時59分59秒を表しているつもりです)

この値から年や分などの個別の値を取り出そうとすると、タプルの中の位置を指定して
以下のように書くことになります (注: 位置は 0 から数えます)。

>>> year = dt[0]
>>> minute = dt[4]





これの問題点は、何番目に何の値が入っているかをいちいち数えないと
このコードが正しいかどうかわからないということです。
以下のコードは間違っていますが、すぐに気がつきますか？

>>> minute = dt[5]





namedtuple を使うと、位置に加えて属性名でも参照することができます。

>>> from collections import namedtuple
>>> DateTime = namedtuple('DateTime', 'year month day hour minute second')
>>> dt = DateTime(2012, 12, 25, 23, 59, 59)
>>> dt[0]
2012
>>> dt.year
2012
>>> dt.minute
59





名前で参照する方が圧倒的に分かりやすいですね。

Python 2.6 から namedtuple が追加され、標準ライブラリのいくつかのモジュールで、これまでタプルを返していた関数が namedtuple を返すように変更されました。
代表例は URL を要素に分解して一部を取り出す際に使う urlsplit() 関数です。

>>> from urlparse import urlsplit
>>> o = urlsplit('http://www.example.com:80/index.cgi?cmd=read#top')
>>> o
SplitResult(scheme='http', netloc='www.example.com:80', path='/index.cgi', query='cmd=read', fragment='top')
>>> o.path
'/index.cgi'





タプルとしてもアクセスできるので、従来のコードとも互換性があります。

>>> scheme, netloc, path, query, fragment = o





Python 2.4 ではこの書き方しかできません。



以下、主にプログラマ向けの注釈です。

実際には上記の例にあるような DateTime 型を定義する必要はなく、
datetime クラスの timetuple() メソッドが返す
time.struct_time クラスを使うことができます。

>>> import datetime
>>> dt = datetime.datetime(2012, 12, 25, 23, 59, 59).timetuple()
>>> dt
time.struct_time(tm_year=2012, tm_mon=12, tm_mday=25, tm_hour=23, tm_min=59, tm_sec=59, tm_wday=1, tm_yday=360, tm_isdst=-1)





余談ですが、この time.struct_time 型は namedtuple かと思ったら違いました。

>>> isinstance(dt, tuple)
False
>>> dt.__class__.mro()
[<type 'time.struct_time'>, <type 'object'>]





比較のため、 urlsplit の戻り値の型を調べてみると、
tuple のサブクラスのインスタンスであることが分かります。

>>> from urlparse import urlsplit
>>> o = urlsplit('http://www.example.com:80/index.cgi?cmd=read#top')
>>> isinstance(o, tuple)
True
>>> o.__class__.mro()
[<class 'urlparse.SplitResult'>, <class 'urlparse.SplitResult'>, <type 'tuple'>, <class 'urlparse.ResultMixin'>, <type 'object'>]





time が C 拡張モジュールなので、そのせいかとも思うのですが、
詳細は分かりません。





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
Exception が object のサブクラスではない

Python には New-style class と Old-style class という 2 種類のクラスが
存在します。その違いを一言でいうと object を継承しているかどうかです。

Old-style class と New-style class の例:

class Old:
    """Old-style class"""
    pass

class New(object):
    """New-style class"""
    pass





2 種類のクラスが存在するのは主に歴史的な理由によるものなので、
新規に書くコードでは Old-style class を使う理由はありません。
また Python 3 では Old-style class が廃止されて
どちらの書き方でも New-style class になります。

例外クラス Exception は Python 2.4 以前は Old-style class でした。
そのため、以下のようなコードは Python 2.5 以上では動きますが、
Python 2.4 ではエラーになります。

class APIError(Exception):
    def __init__(self, code):
        super(APIError, self).__init__(code)





Python 2.5 の実行結果:

>>> APIError(1)
APIError(1,)





Python 2.4 の実行結果:

>>> APIError(1)
Traceback (most recent call last):
  File "<stdin>", line 1, in ?
  File "<stdin>", line 3, in __init__
TypeError: super() argument 1 must be type, not classobj





このバグは、特に本番環境が Python 2.4 で普段の開発環境では 2.5 や 2.6 を
使っている場合に起こりがちです。こうしたバージョン毎の微妙な違いによる
罠を避けるため、開発環境のバージョンを常に本番環境と揃えている開発者もいます。
しかし、普段使う開発環境で Python 2.4 を常用するのも辛いものがあるので、
自動テスト環境を用意して複数のバージョンでテストを実行するのが良いと思います。

Jenkins [http://jenkins-ci.org/] や buildbot [http://trac.buildbot.net/]
を使えば簡単に自動テスト環境を構築することができます。
複数バージョンでのテストは tox [http://pypi.python.org/pypi/tox] が便利です。
また最近では Travis-CI [https://travis-ci.org/] や
Shining Panda [https://www.shiningpanda-ci.com/]
といったサービスもあります。

「継続的インテグレーション (Continuous Integration; CI)」などのキーワードで
検索すれば入門的な記事も含めて様々な情報が見つかるので、ぜひ試してみてください。





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
OrderedDict がない

dict の特徴は、保存したデータ量によらず検索が O(1) で行えることです。
それと引き換えに、 dict は保存したキーの順番を維持しません。

>>> d = {}
>>> d["zero"] = 0
>>> d["one"] = 1
>>> d["two"] = 2
{'zero': 0, 'two': 2, 'one': 1}





すべてのキーをある決まった順番で処理したい時は、 sorted() 関数を使って
キーをソートします。

あまり意味のある例ではありませんが、キーをアルファベット順でソートする
コードはこのようになります。

>>> for key in sorted(d.keys()):
...     print key, "=>", d[key]
...
one => 1
two => 2
zero => 0





キーの順番を維持してほしいケースというのは意外と多くありません。
とはいえ、たまにあると便利なことは確かです。例えばプログラムで選択肢を扱う場合、
表示するテキストとプログラム内部で使う値の両方を持つ必要があり、
表示する順番も指定した通りになってくれないと困ります。こういうときは
Python 2.7 から追加された OrderedDict を使います。

$ python2.7
>>> from collections import OrderedDict
>>> d = OrderedDict()
>>> d["zero"] = 0
>>> d["one"] = 1
>>> d["two"] = 2
>>> for key in d.keys():
...     print key, "=>", d[key]
...
zero => 0
one => 1
two => 2





PyPI [http://pypi.python.org/pypi] から ordereddict
モジュールをインストールすれば Python 2.4 でも OrderedDict を使えます。


Note

Python の歴史上、これまでにいくつも同じような名前と機能を持つライブラリが
作られてきました。
PEP 372 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0372/] に
その一覧があります。







          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
おわりに

約1ヶ月にわたって続けてきたアドベントカレンダーも本日が最終日です。

Python 2.4 は今後徐々に使う機会は減り Python 2.6 や 2.7 に置き換わって
行くと考えられますが、バージョン間の差異を知っておくことで移行の際に
生じるトラブルのいくつかは避けることができます。
その意味で、 Python 2.4 を普段使われている方だけでなく、
逆にあまり Python 2.4 に触ったことがないという方にも読んでもらいたいと
思いながら書きました。興味を持ってもらえたなら幸いです。

実は Python 2.4 ネタはまだいくつか残っているのですが、
きりがないのでこの辺で一旦終わりたいと思います。

来年の干支は巳(ヘビ)ということで、来年は Python の年になるといいですね。
皆さんよいお年を。

A Happy New Python Year!





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
print の出力先を変更する文法がダサい

Python 2 系と Python 3 系で一番分かりやすい違いは print だと思います。

Python 2.4 では、文字列を出力する場合にこう書きます:

$ python2.4
>>> print "Hello!"
Hello!





非常に直感的ですね。
でも出力先をファイルにしたい場合はこんな風に書く必要があります:

>>> f = open("test.txt", "w")
>>> print >> f, "Hello!"
>>> f.close()





これは Python の他の文法からするとちょっと浮いた存在でした。

Python 3 から print は関数になったので、色々なパラメータを引数として渡せます。

$ python3
>>> import sys
>>> print("hello", "world", sep=', ', end='!?\n', file=sys.stderr)
hello, world!?





Python 2.6 以降であれば、最初に次のような1行を書いておくことで print が関数になります。

from __future__ import print_function





でも Python 2.4 では使えません。





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
相対インポート構文が使えない

プログラムが長くなると、すべての処理を 1 つのファイルに書くのではなく、
いくつかのまとまりに分割したくなります。そうすることで見通しが良くなり
メンテナンス性が上がります。また、分割して部品化しておくと、
次にプログラムを書く時にその部品を再利用しやすくなります。

この分割したファイルのことを、 Python インタプリタから直接実行される
「スクリプト」と区別して「モジュール」と呼びます。
モジュールはスクリプトからインポートすることができます。

例えば、スクリプト中に以下のような行があると、カレントディレクトリまたは
モジュール検索パスの中で X.py という名前のファイルが検索され、
見つかったファイルがモジュールとしてインポートされます。

import X





モジュールは階層構造を持つことができます。これまでの記事でも階層的な
モジュール名として xml.dom や xml.etree が出てきました。
また、いくつかのモジュールをまとめたものをパッケージと呼びます。
パッケージは多くの場合階層構造を持つモジュール群から構成されます。

モジュールはスクリプトからインポートされるだけでなく、
他のモジュールからインポートされることもあります。
そのときに関係してくるのが相対インポートと絶対インポートです。

A.B.C というモジュールで import X と書いた場合、
Python 2.4 ではこれが X というトップレベルのモジュールを指すのか(絶対インポート)、
同階層にある A.B.X というモジュールを指すのか(相対インポート)が曖昧でした。
このせいで、パッケージ内部に追加されたモジュールが標準ライブラリを隠してしまい、
これまで動いていたコードが動かなくなる、という事故が起きていました。

Python 3 1 からは絶対インポートがデフォルトになり、
import X は常にトップレベルを指すように変更されました。
パッケージ内で相対インポートを行う場合は以下のように書く必要があります。

from . import X





Python 2.5 以降でもこの書き方は有効です。
また、次の1行を書くことで絶対インポートがデフォルトになります。

from __future__ import absolute_import





Python 2.4 では相対インポート構文は使えません。


	1

	この変更の元になった PEP 0328 [https://www.python.org/dev/peps/pep-0328] では Python 2.7 から導入されることに
なっていましたが、色々あって Python 3 からの導入になったようです。


See also


	Absolute imports in Python 2.x? [http://www.mail-archive.com/python-dev@python.org/msg45275.html]


	PEP 328, relative imports and Python 2.7 [http://mail.python.org/pipermail/python-dev/2010-April/099607.html]












不幸にして Python 2.4 で相対インポートの問題に遭遇した場合、
以下のようにして検索パスを書き換えることで問題を回避することができます。

import os
import sys

path = os.path.dirname(os.path.abspath(__file__))
try:
    sys.path.remove(path)
except ValueError:
    pass





とはいえ、これは最後の手段です。通常は問題を起こしているモジュールの名前を
変えるのが良いと思います。





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
Python 2.4 で動かないサードパーティライブラリ

これまで見てきたように Python 2.4 はより新しいバージョンと比べると
様々な違いがあります。特に Python 3 で行われた構文上の変更の多くが
Python 2.4 と Python 3 のサポートを両立させることを困難にします。
そのため、サードパーティのライブラリも徐々に Python 2.4 のサポートを
打ち切って Python 3 への対応を進めつつあるのが現状です。

ここでは、主に Web 開発で使われるサードパーティのライブラリについて、
最新のバージョンでは Python 2.4 で動かないものを列挙します。

サードパーティのライブラリは非常に数が多いため、このリストは網羅的で
ないことに注意してください。また、状況は今後も変化するので、
現在は Python 2.4 で動くライブラリであっても、バージョンアップの度に
変更履歴を確認するようにしてください。
(もっと良いのは buildbot や Jenkins でインストールの自動テストを
動かしておくことです)


webob

webob [http://webob.org/] は WSGI アプリケーションでリクエストとレスポンス
をラップしたオブジェクトを提供するライブラリです。

webob 1.1 で Python 2.5 以下のサポートが打ち切られ、一部のコードで
with 構文等が使われるようになったため Python 2.4 では動作しません。
Python 2.4 をサポートする最後のバージョンである 1.0.8 を使ってください。

easy_install を使う場合:

$ easy_install webob==1.0.8





pip を使う場合:

$ pip webob==1.0.8





(以下同様)




Beaker

Beaker [http://beaker.readthedocs.org/en/latest/] は
WSGI アプリケーションにキャッシュとセッションの機能を提供するライブラリです。

Beaker 1.6 以降は一部のコードで with 構文が使われているため
Python 2.4 では動作しません。
最新版の代わりに 1.5.4 を使ってください。




PasteDeploy

PasteDeploy [http://pythonpaste.org/deploy/] は
WSGI アプリケーションのデプロイに関係する様々な機能を含むライブラリです。

PasteDeploy 1.5.0 で Python 2.4 のサポートが打ち切られ、一部のコードで
条件演算子等が使われるようになったため Python 2.4 では動作しません。
Python 2.4 をサポートする最後のバージョンである 1.3.4 を使ってください。




IPy

IPy [http://pypi.python.org/pypi/IPy/] は IP アドレスに関する演算を
行うライブラリです。

IPy 0.73 で Python 2.4 のサポートが打ち切られ、一部のコードで with
構文等が使われるようになったため Python 2.4 では動作しません。
最新版の代わりに 0.72 を使ってください。




PyYAML

PyYAML [http://pyyaml.org/wiki/PyYAML] は Python で YAML
(Yet Another Markup Language) を読み書きするためのライブラリです。

PyYAML 3.10 で Python 2.4 のサポートが打ち切られ、一部のコードで
try-finally ブロック内部で yield が使われているため Python 2.4 では
動作しません。
最新版の代わりに 3.09 を使ってください。




rsa

rsa [http://stuvel.eu/files/python-rsa-doc/index.html] は pure Python
による RSA の実装です。

rsa 3.0 では Python 2.6 以降にのみ存在する abc モジュールが
使われているため Python 2.4 では動作しません。
最新版の代わりに 1.3.3 を使ってください。




decorator

decorator [http://pypi.python.org/pypi/decorator/] は functools がない
でも紹介したデコレータを書くためのライブラリです。

decorator 3.4.0 では条件演算子が使われているため Python 2.4 では動作しません。
最新版の代わりに 3.3.3 を使ってください。




simplejson

simplejson [http://pypi.python.org/pypi/simplejson/] は json モジュールがない
でも紹介した JSON を Python で扱うためのライブラリです。

simplejson 2.1.0 で Python 2.4 はサポートされなくなり、
2.4.0 では条件演算子が使われているため Python 2.4 では動作しません。
最新版の代わりに 2.3.3 を使ってください。







          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
try-except と try-finally を1つの try にできない

プログラムの中で例外が発生すると、通常それ以降のコードは呼ばれません。
それだと困る場合があるので、例外を処理するために try 文という仕組みが用意されています。
実際のコードの中では try と except (または try と finally) を組み合わせて使います。

except 節は例外が発生したときにだけ呼ばれます。

while True:
    try:
        x = int(raw_input("Please enter a number: "))
        break
    except ValueError:
        print "Not a valid number.  Try again..."





finally 節は例外が発生してもしなくても常に呼ばれます。

f = open("input.txt")
try:
    n = 0
    for line in f:
        n += int(line)
    print n
finally:
    f.close()





Python 2.4 では、同じ try に except と finally を
両方指定することができないという制限があります。
そのため以下のような書き方は構文エラーになります。

f = open(path, 'r')
try:
    f.write('test')
except IOError, (errno, msg):
    print 'Cannot write to %s: %s' % (path, msg)
finally:
    f.close()





代わりに以下のように try を入れ子にします。

f = open(path, 'w')
try:
    try:
        f.write('test')
    except IOError, (errno, msg):
        print 'Cannot write to %s: %s' % (path, msg)
finally:
    f.close()





別にどうってことはないのですが、インデントが深くなって行数が増えた分、
ソースコードがちょっとごちゃごちゃして読みにくくなってしまいました。

Python 2.5 以降にはそんな制限はありません。





          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
Ubuntu で Python 2.4 をインストールする方法

Ubuntu も人気のある Linux ディストリビューションです。
デスクトップからサーバまで幅広い用途に使われています。
Ubuntu は CentOS とは異なり、比較的早いペースで新しいリリースが行われ、
収録されているソフトウェアのバージョンも新しめのことが多いです。

2010年4月にリリースされた Ubuntu 10.04 LTS (コードネーム Lucid Lynx) からは
Python 2.6 が標準となり、 Python 2.4 と Python 2.5 が公式のリポジトリで
提供されなくなりました。そして現在、2013年4月に間もなくサポート期間が終了する
8.04 LTS (コードネーム Hardy Heron) サーバ版を除き、サポートされている
すべてのリリースで利用できる Python のバージョンは 2.6 以降となっています。

開発環境として Ubuntu を使用している場合、テストのために Python 2.4
や Python 2.5 を動かしたいことがあります。
Launchpad の Old and New Python Versions [https://launchpad.net/~fkrull/+archive/deadsnakes] PPA では、
そうした用途のために Ubuntu の各リリースに対して
2.4 以降のすべてのバージョンの Python が提供されています。

以下の手順で Python 2.4 をインストールすることができます。

$ sudo add-apt-repository ppa:fkrull/deadsnakes
$ sudo apt-get update
$ sudo apt-get install python2.4






Warning


	このリポジトリは個人の開発者が管理しているもので、一切の保証はありません


	提供されているバージョンは最新とは限りません。
特に、すべてのセキュリティ修正が適用されるわけではないので、
実運用で使用することは避けるべきです。










          

      

      

    

  

    
      
          
            
  
with 構文が使えない

プログラミングでは、例えばファイルの open() と close() のように、対になる
処理がよく出てきます。

例外が発生した場合でも確実にファイルが閉じられるようにするには、
間の処理を try-finally で囲みます。

f = open("input.txt")
try:
    n = 0
    for line in f:
        n += int(line)
    print n
finally:
    f.close()





でもこれだと、 try と finally がいくつも並んでいると
対応関係が分かりづらいですし、うっかり close() し忘れてしまうかもしれません。

Python 2.5 以上 * では、 with 構文を使って
もっと簡単に書くことができます。

with open("input.txt") as f:
    n = 0
    for line in f:
        n += int(line)
    print n





でも Python 2.4 では使えません。


	*

	Python 2.5 では以下の 1行を書くことで使えるようになります。

from __future__ import with_statement





Python 2.6 からは普通に使えます。
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